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平成24年　2月　17日（金）　　　　　　　　　　司会：三浦　雪枝　　記録：東　志保
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出席者は記載者が○をつける

出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事

＜連絡事項＞

・ディスポ手袋の納入業者変更の為、今後、発注の際は「朱夏ディスポ手袋（パウダーイン）」でお願いします。
・2/20のプログラムで、雛人形を出します。

＜患者様連絡事項＞

・松田　信夫様～拒薬・妄想発言・興奮あり、点滴自己抜去した事から、本日より四肢拘束開始となっています。又、拒薬も見られることから、点滴追加処方(①プラスアミノ　500ml　②ソリタＴ3　500ml＋アスコルビン酸1A＋ダイビタミックス1A　③ヴィーンＤ　500ml＋リントン(5)　1A、Aファモチジン(20)1A(側注)：12時　Bアドナ1A(側注)12時)となっています。今後、拒薬があった際は拒薬時の予測指示に従って対応して下さい。当院処方の精神薬は破棄しても良いですが、岸原病院の処方薬は破棄せずとっておくようにとのことです。潰瘍用剤・止血剤点滴処方となっていますが、内服の方も飲むようであれば飲ませて良いとの事です。

・櫛桁　武男様～本日排便-9日の為、グリセリン浣腸120ml処方となり、施行し反応便見られています。排泄に一人で行くも、訴えが出来ない方なので、排便・腹部状況の観察を行い、早めの対処をしていきましょう。

・島脇　てる様～ノボリンNフレックスペンが１本処方となっています。

・板垣　富蔵様～セフジトレン(抗菌剤)飲み切り止めとなっています。耳漏の観察を継続して行っていきましょう。

・飛鳥　公平様、鈴木　サダ様、山下　ヨシ様、木ノ下　ツヨ様、北山　和子様、島脇　てる様、谷内　愛子様、中野　英男様、橋本　万様、藤田　金弘様、永洞　恭子様、川村　つゑ様、松田　信夫様、吉田　トキ様～それぞれ予測指示継続となっています。

・飛鳥　公平様～排便困難の訴えあり、シンラック液１本処方となっています。排便状況の観察を行っていきましょう。

・玉井　クニ子様～ムコキール（去痰剤）が７日分継続処方となっています。引き続き観察を行っていきましょう。

＜ケア検討　入浴＞

・感染症を保持している患者様もいますので、髭剃りの際のカミソリは１人１本使うようにして下さい。

＜症例検討会＞

・中村　マス様実施しています。別紙参照。

＜担当業務年間報告＞

・家族支援

・退院支援

・排泄・洗濯　　→　別紙参照。

・勉強会

・食事

症例検討会　実施報告　　　　　　　　　　　　中村　マス様

　　　　　　　　　　　　　　　作成者　　　清川　真澄　　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　実施日　　H24年　2月　17日　　

　　　　　　　　　　　　　　　主治医　　　安ヶ平　忠也　　　　　印

　　　　　　　　　　　　　　　SGM　　　小向　由紀　　　　　　印

	対象患者情報
	　　中村　マス様　　　67歳

病名：主）アルツハイマー型認知症　従）統合失調症症　　　　　

身体合併症：脊髄小脳失調症・高脂血症

入院形態：任意入院

	患者の希望
	退院して家に帰りたい。

	患者の

現在の経過について

（各職種）


	看護： 日課一部介助にて行っている。1～2回/月妄想発言聞かれ、同室者に対しての暴言や粗暴行為見られている。また、病棟備品の収集（現在はなし）あり、私物はスタッフ管理となっている。

OT：立ち上がりの際、不安定さがあり介入が必要。プログラムは声掛けにて最後まで参加出来ている。認知機能維持を図っていく。

＊参加部署、必要毎に記載

	主治医の治療方針


	· 脊髄小脳失調症に関しては、今後更に進行が考えられる。

・妄想発言聞かれる時は、他者とのトラブルに注意していく。

	検討された

支援方針
	· 脊髄小脳失調症に関しては、今後更に進行が考えられる為、引き続き転倒に注意していく。

· 妄想発言聞かれる際は、傾聴することで落ち着いている為、同様の対応を行っていく。

	抽出された

問題点
	・精神症状も見られている為、他者とのトラブルに注意していく。

	今後の

看護計画
	・カルテの看護計画参照。


平成23年度年間業務報告　　　

　報告日：　　　　　担当者：白川・三浦　　　　　　　　記載者：三浦

＜担当業務＞

家族支援

＜業務内容＞

①疾病教育に使用する資料作り

②面会時に、ご家族へ個別に疾病教育の実施

③家族指導を行うスタッフを育成

＜下半期の報告＞

①資料の見直し、介護申請の手順・施設一覧の資料を新たに作成した。

②転入されて来られた御家族に対して面会時間を活用したり、家族面談の際に疾病教室を実施する事が出来た。

③新たに作成した資料を活用して、カンファレンス内で勉強会を実施し情報共有、ご家族との関わりを増やしていけるように実施出来た。

＜次年度に向けての改善点＞

・クリニカルパスを活用していく。

・資料の内容を見直し、必要であれば改訂していく。

・疾病教育が必要な患者様をリストアップして面会時に実施していく。

・担当以外の看護スタッフも疾病教育が実施出来るようにカンファレンスで勉強会を次年度も実施する。

平成23年度年間業務報告　　　

　報告日：　　　　　担当者：小林・久保・相馬　　　　　　　　記載者：久保

＜担当業務＞

退院支援

＜業務内容＞

患者様の介護保険の取得状況・介護度・期限を把握し、退院に向けた準備などの他部署との調整の窓口となる。施設入所申し込み状況を把握し、家族への促しをしていく。

＜下半期の報告＞

・介護保険期限が近くなった担当スタッフへの連絡。

· 転入患者様の退院支援計画の作成を促した。

· 介護保険証のコピーのない患者様の確実な介護保険情報の確認の促しを行った。（必要事項は「患者家族連絡表」へ打ち込み連絡をおこなった）

· カンファレンスでの患者評価・施設入所についての検討を行った。

· 施設入所が可能と思われる患者様への介護保険申請の促しを行った。

· 新人スタッフを対象に個別で介護保険に関する勉強会を実施した。

2/17現在

退院合計：２６件

死亡：　５件

自宅：　６件

施設：　９件

転院：　６件

＜次年度に向けての改善点＞

　患者様の状態に合わせ、適宜施設入所や自宅退院など受け持ちを通してすすめていけるようにこまめに患者評価をして行く必要がある。

平成23年度年間業務報告　　　

　報告日：　　　　　担当者：小笠原(麻)、坂本、相馬　　　　　　　　記載者：相馬、小笠原(麻)　　　

＜担当業務＞

　排泄・洗濯

＜業務内容＞

・排泄表の作成・見直し

　・検温表の作成・見直し

　・オムツ見直し

　・1ヶ月に1回の私物庫の整理

・洗濯料金の見直し

　・月一で衣類の名前付けを検討

　・各担当者へ受け持ち患者様の衣類チェック（不足している衣類・名前のチェック）

＜下半期の報告＞

　・排泄表は、転棟や入院があった際は、その都度更新する事が出来た。

　・検温表に関しては、SPO２の欄や各食の食事摂取量の欄を増やすことで、患者様の食事摂取量を把握することが出来た。

　・瀬川はな様のオムツに関して、月1回発注することによって、家族からのクレームがなく

　　スムーズに行うことが出来た。

・1ヶ月に1回ではないが、気づいた時は私物庫整理を行い、どの患者様のオムツかスタッフ皆

　で把握すること出来ている。

・1人のスタッフだけでなく、複数のスタッフで洗濯料金の見直しを行うことによって、家族からのクレームがなく行うことが出来た。

・不足衣類(特に靴下)があった。

　

＜次年度に向けての改善点＞

・オムツがなくなってからの依頼・発注がまだ見られている為、余裕を持って依頼・発注をしオムツが無いんだけど･･･と言う事が無いようにしていく。

　・家族連絡表等の記入漏れは以前よりも減ってきているが、無くなったわけではないので、引き続き声掛けしていく。

　・衣類(特に靴下)が無い患者様が多いので、各受け持ちで、衣類が足りているのか確認し、足りない際はその都度依頼していく。

　・転棟があった際は、カルテや転棟前の病棟スタッフに確認し、間違えの無いようにしていく。

平成23年度年間業務報告　　　

　報告日：　　　　　担当者：相馬　　　　　　　　　　　　記載者：相馬　　　

＜担当業務＞

　勉強会

＜業務内容＞

・毎月のカンファレンスで行われる勉強会の企画運営。勉強会の内容は看護・介護とそれぞれ職種別にし、スタッフ（主として各々の担当業務、または所属委員会）に講師を依頼し月２回程度、実施する。
・スタッフの認知症に関する知識の向上を図る。
＜下半期の報告＞

	看護（毎月第２木曜日）
	介護（毎月第４木曜日）

	内容
	講師及び担当者
	内容
	講師及び担当者

	介護保険について
	小林
	嚥下障害
	貝塚

	緊急時の対応
	新山
	接遇について
	根城

	認知症高齢者のプログラム
	工藤
	高齢者における安全管理
	田ノ上JGM

	インフルエンザについて
	久保
	転倒・転落について
	富沢、野中

	認知症テスト
	相馬
	認知症テスト
	相馬


＜次年度に向けての改善点＞

・前もって勉強会担当者に連絡をし、予定通り勉強会が行われるようにする。

・予定日に出来なかった際には、勉強会担当の月のカンファ内で行えるように声を掛けていく。また、きちんとできているか確認していく。

・日々の業務にて課題や疑問ができた時は、速やかに勉強会の内容に取り入れ、統一した看護ができるようにしていく。

平成23年度年間業務報告　　　

　報告日：　平成23年2月　　　　　　　　　　　　　担当者：根城　　　　　記載者：根城　　　

＜担当業務＞

食事

＜業務内容＞

・患者様の食事形態の検討

・食事席の定期的見直し

＜下半期の報告＞

・患者様の状態に合わせた食事形態の検討・食事席の検討を行った。食事席配置での問題があまりなく、食事の都度各スタッフが臨機応変に対応している。

・上半期に取り入れた御絞りの枚数の管理と患者様の保清に努めた。

・御絞りは適宜ハイターつけをした。（発注したお絞りは、生地が薄く破れ易い為、現在は白お絞りのみ使用している。）

＜次年度に向けての改善点＞

継続事項

・食事席が足りない、トラブルが起こりうる場合は、早急に配置を考慮・呼びかけをしていく。

・お絞りの管理、持ち出しのないよう見守りを徹底し、保清に努めていく。

・安全性の高い剃刀がいいとの意見があり、検討していく。

